
大斎節第５主日（聖書協会共同訳） 

 

全能の神よ、み子イエス・キリストは大祭司として来られ、その血をもって至聖所に入り、

ただひとたび永遠の贖いを全うされました。どうかご自身を神にささげられたキリストの血

によって、わたしたちの良心を死に至る行いから清め、あなたに仕えさせてください。主イ

エス・キリストによってお願いいたします。アーメン 

 

旧約聖書 エレミヤ書 ３１章３１－３４節  

 

31:31 その日が来る――主の仰せ。私はイスラエルの家、およびユダの家と新しい契約を

結ぶ。32 それは、私が彼らの先祖の手を取って、エジプトの地から導き出した日に結んだ

契約のようなものではない。私が彼らの主人であったにもかかわらず、彼らは私の契約を破

ってしまった――主の仰せ。33 その日の後、私がイスラエルの家と結ぶ契約はこれである

――主の仰せ。私は、私の律法を彼らの胸の中に授け、彼らの心に書き記す。私は彼らの神

となり、彼らは私の民となる。34 もはや彼らは、隣人や兄弟の間で、「主を知れ」と言っ

て教え合うことはない。小さな者から大きな者に至るまで、彼らは皆、私を知るからである

――主の仰せ。私は彼らの過ちを赦し、もはや彼らの罪を思い起こすことはない。 

 

詩 編 第５１編１０―１５節 

 

10 神よ、わたしのうちに清い心を造り∥ わたしのうちに正しい霊を新たにしてください 

11 あなたのもとからわたしを退けず∥ あなたの聖なる霊を取り去らないでください 

12 救いの喜びをわたしに返し∥ 喜び仕える霊でわたしを支えてください 

10 わたしはとがある人に、あなたの道を教えよう∥ 罪人があなたのもとに帰るように 

14 神よ、あなたはわたしの救い。死の嘆きからわたしを助け出し∥ あなたの正義を歌わ

せてください 

15 主よ、わたしの口を開いてください∥ わたしはあなたの誉れを告げ知らせる 

 

使徒書 ヘブライ人への手紙 ５：《１－４》，５－１０節  

 

《 5:1 大祭司は皆、人々の中から選ばれ、罪のための供え物やいけにえを献げるよう、

人々のために神に仕える務めに任命されています。2 この大祭司は、自分も弱さを身に負っ

ているので、無知な迷っている人々を思いやることができるのです。3 また、その弱さのゆ

えに、民のためだけでなく、自分のためにも、罪のための供え物を献げねばなりません。4 ま

た、この光栄ある務めは、誰も自分で得るのではなく、アロンのように神に召されて受ける

のです。》 

5 同じようにキリストも、大祭司となるという栄誉をご自分で得たのではなく、こう言わ



れた方がお与えになったのです。「あなたは私の子、私は今日、あなたを生んだ。」6 また、

他の箇所で、こう言われています。「あなたこそ永遠に、メルキゼデクに連なる祭司である。」

7 キリストは、人として生きておられたとき、深く嘆き、涙を流しながら、自分を死から救

うことのできる方に、祈りと願いとを献げ、その畏れ敬う態度のゆえに聞き入れられました。

8 キリストは御子であるにもかかわらず、多くの苦しみを通して従順を学ばれました。9 そ

して、完全な者とされ、ご自分に従うすべての人々にとって、永遠の救いの源となり、10 神

によって、メルキゼデクに連なる大祭司と呼ばれたのです。 

 

福音書 ヨハネによる福音書 １２章２０－３３節 

 

12:20 さて、祭りのとき礼拝するためにエルサレムに上って来た人々の中に、何人かの

ギリシア人がいた。21 この人たちが、ガリラヤのベトサイダ出身のフィリポのもとに来

て、「お願いです。イエスにお目にかかりたいのです」と頼んだ。22 フィリポは行ってア

ンデレに話し、アンデレとフィリポは行って、イエスに話した。23 イエスはお答えになっ

た。「人の子が栄光を受ける時が来た。24 よくよく言っておく。一粒の麦は、地に落ちて

死ななければ、一粒のままである。だが、死ねば、多くの実を結ぶ。25 自分の命を愛する

者は、それを失うが、この世で自分の命を憎む者は、それを保って永遠の命に至る。26 私

に仕えようとする者は、私に従って来なさい。そうすれば、私のいる所に、私に仕える者も

いることになる。私に仕える者がいれば、父はその人を大切にしてくださる。」 

27 「今、私は心騒ぐ。何と言おうか。『父よ、私をこの時から救ってください』と言お

うか。しかし、私はまさにこの時のために来たのだ。28 父よ、御名の栄光を現してくださ

い。」すると、天から声が聞こえた。「私はすでに栄光を現した。再び栄光を現そう。」29 

そばにいた群衆は、これを聞いて、「雷が鳴った」と言い、ほかの者たちは「天使がこの人

に話しかけたのだ」と言った。30 イエスは答えて言われた。「この声が聞こえたのは、私

のためではなく、あなたがたのためだ。31 今こそ、この世が裁かれる時。今こそ、この世

の支配者が追放される。32 私は地から上げられるとき、すべての人を自分のもとに引き

寄せよう。」33 イエスは、ご自分がどのような死を遂げるかを示そうとして、こう言われ

たのである。 


